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市議会だより 2024.08

令和６年第２回定例会
会期：６月３日～６月２８日（２６日間）
議案：市長提出議案・請願　合計１８件

（提出議案の一覧は８ページに掲載）
※ 6 月 18・19 日に行われた議案に対す
る質疑及び一般質問については、３～７
ページに抜粋して掲載。

　地方税法等の一部を改正する法律が、令和６年

４月１日に施行されたことを受け、柏原市市税条

例の一部を改正するもの。

▶個人住民税における特別税額控除（定額減税）

に係る規定の新設

▶職権による減免規定の新設

▶再生可能エネルギー発電設備に係る特例の見直し

▶認定長期優良住宅に係る特例についての適用条

件の緩和

　新生児の睡眠改善のためのセミナー等の業務委

託料を計上するもの。　　　　　　　　　　　　　　

　大阪・関西万博において、大阪府の魅力発信に

向け実施される「（仮称）大阪ウィーク」に、本

市が参画するため、債務負担行為を設定し、支援

事業者の選定を行うもの。　　　　　　　　　　　　

債務負担行為限度額　2,700 万円

　65 歳以上の高齢者と 60 ～ 64 歳で重い内部

疾患をお持ちの方を対象とした新型コロナワクチ

ンが定期接種化されることを受け、その委託料が

当初の予定単価から増額となったため、増額分に

ついて補正予算を計上するもの。

9,445 万 4 千円

20 万円

　６月３日（月）に、「府内の地方議会に対するハラスメントの根絶
を目指して」を題材に、大阪府議会から提供された動画を視聴す
る方法で、議員研修会を開催し、全議員が受講しました。

令和６年第２回

定例会の概要定例会の概要定例会の概要

柏原市市税条例の一部改正
PICK　UP① PICK　UP②

2025 日本国際博覧会
自治体催事出展支援事業

子育て伴走型支援事業委託料
PICK　UP③

PICK　UP④

新型コロナウイルス
ワクチン接種業務委託料

行 政 視 察 報 告

厚生文教委員会 総務産業委員会
熊本県  熊本市

熊本県  荒尾市

千葉県  流山市

茨城県  つくば市

5/13

5/14

5/16

5/17

福祉避難所・ペット同伴避難所の設置・運営

デジタルヘルスケアによる健康寿命延伸の取組

シティプロモーション戦略

産業戦略・スタートアップ施策
・起業家や事業創出を支援し、成長を推進する「スタートアップパーク」
・市内事業者をつなぐ「つくば市認定プロジェクト」　　　　　　など

　各常任委員会では、先進事例の調査を行い、市政の発展に活かすことを目的に行政視察を行っ
ています。視察の詳しい内容は、右の二次元コードからご確認いただけます。

議員研修会議員研修会

・福祉避難所における要配慮者対応の経験を踏まえた今後の課題
・一次避難所におけるペット同伴のルールの有無や周知方法　　　など

・将来の疾病リスクを予測できる「フォーネスビジュアス検査（※）」
・通院や服薬、日々 の健康状態等を管理できる「デジタル健康手帳」　など

・共働き子育て世帯に「反響」を呼ぶシティプロモーション
・マーケティングによる定住に至るまでの５つのステップ　　　など

議員研修会

（※） フォーネスビジュアス検査 … 少量の血液から約 7,000 種類のタンパク質を一括分析することで、現在の体の状態の可視化や将来の疾病（脳卒中や肺がんなど）
　　　　　　　　　　　　　  発症リスクの予測が可能となる検査
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中
村　
保
治　
議
員

公
明
党 

Ｄ
Ｘ
推
進

DX 推進リーダーによる行政評価の取組を
問　
DX
推
進
に
向
け
た
取
組
、
進
捗
状
況
を
問
う
。

答　
今
年
度
は
、
書
か
な
い
窓
口
や
オ
ン
ラ
イ
ン
行
政

手
続
に
係
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
等
の
導
入
を
予
定

し
て
お
り
、
関
係
部
署
の
業
務
改
革
も
検
討
し
て
い
る
。

問　
業
務
改
革
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

答　
庁
内
各
課
か
ら
選
出
し
た
60
名
の
DX
推
進
リ
ー

ダ
ー
を
介
し
て
全
庁
的
に
取
り
組
む
各
種
研
修
や
意

見
交
換
等
に
よ
り
、
各
部
署
で
DX
推
進
を
意
識
し
た

自
発
的
な
業
務
改
革
が
行
わ
れ
る
よ
う
進
め
て
い
く
。

要
望　
財
務
情
報
を
活
用
し
て
事
業
別
の
行
政
評
価

を
行
う
自
治
体
で
は
、
客
観
的
な
評
価
デ
ー
タ
に
基
づ

き
議
会
で
審
議
し
、
次
年
度
の
予
算
編
成
の
見
直
し
に

取
り
組
ん
で
い
る
。今
後
は
DX
推
進
に
向
け
、事
業
テ
ー

マ
に
応
じ
組
織
横
断

的
に
さ
ま
ざ
ま
な
部

署
が
関
わ
る
の
で
、
要

と
な
る
デ
ジ
タ
ル
で

の
情
報
共
有
の
あ
り

方
を
し
っ
か
り
進
め
、

行
政
評
価
に
活
用
す

る
よ
う
要
望
す
る
。

大
木　
留
美　
議
員

公
明
党 

予
防
接
種
費
用

帯状疱疹ワクチン
問　
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費
用
や
効
果
を
問
う
。

答　
弱
毒
化
し
た
生
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
、
接
種
回

数
が
１
回
で
費
用
は
約
１
万
円
、
発
症
予
防
効
果
は
約

70
％
で
５
年
程
持
続
す
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
感
染
能

力
を
失
わ
せ
た
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
、
接
種

回
数
が
２
回
で
費
用
は
合
計
約
４
万
円
、
発
症
予
防
効

果
は
約
96
％
で
９
年
以
上
持
続
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

問  

接
種
費
用
の
助
成
制
度
を
創
設
す
る
考
え
を
問
う
。

答　
当
該
予
防
接
種
が
予
防
接
種
健
康
被
害
救
済
制

度
の
対
象
外
で
あ
る
こ
と
や
厚
労
省
の
審
議
会
に
お
い

て
、
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
や
安
全
性
の
観
点
で
予
防
接

種
法
に
基
づ
く
採
用
の
可
否
が
議
論
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
本
市
で
は
そ
の
動
向
を
注
視
し
、
近
隣
市
の
状

山
下 

亜
緯
子　
議
員

自
由
民
主
党
・
無
所
属
の
会 

子
育
て
支
援

子育て世帯の希望
問　
第
３
期
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
の
策

定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
問
う
。

答　
令
和
６
年
５
月
末
完
成
の
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果

を
も
と
に
、
本
市
の
今
後
の
教
育
・
保
育
及
び
子
育
て

支
援
事
業
の
提
供
量
や
施
策
を
示
し
た
計
画
素
案
を
年

内
に
取
り
ま
と
め
、
来
年
１
月
以
降
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
実
施
し
、
年
度
内
に
策
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

問　
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
、
５
年
前
と
比
較

し
て
ど
の
よ
う
な
変
化
が
あ
る
と
分
析
さ
れ
た
か
問
う
。

答　
子
ど
も
が
低
年
齢
の
う
ち
か
ら
保
育
所
等
に
預
け
、

就
労
を
望
む
世
帯
が
増
え
て
い
る
こ
と
な
ど
が
伺
え
る
。

要
望　
休
日
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
等
も
視
野
に

入
れ
、
現
状
分
析
と
ニ
ー
ズ
の
把
握
、
意
識
の
変
化

を
キ
ャ
ッ
チ
し
、
子
育
て
支
援
・
保
育
・
教
育
を
提

供
す
る
体
制
を
整
え
、
よ
り
一
層
充
実
し
た
計
画
策

定
に
つ
な
が
る
よ
う
要
望
す
る
。

に応える計画策定を

況
も
踏
ま
え
て
調
査
研

究
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
る
。

要
望　
高
価
な
ワ
ク

チ
ン
で
あ
る
こ
と
か

ら
、「
少
し
で
も
助
成

を
」
と
い
う
市
民
の
声

の
実
現
を
要
望
す
る
。

の助成制度の創設を

議案・一般に対する質疑質問から
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榊
田　
和
之　
議
員

大
阪
維
新
の
会 

公
共
施
設
再
編

多世代交流拠点に向けた市民交流センターを
問　
サ
ン
ヒ
ル
柏
原
を
（
仮
称
）
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

へ
改
修
す
る
こ
と
に
よ
る
利
用
者
の
見
込
み
数
を
問
う
。

答　
当
該
施
設
に
集
約
す
る
前
の
各
施
設
の
令
和
５
年

度
利
用
者
数
と
新
た
に
整
備
す
る
学
習
室
等
利
用
者
数
を

合
わ
せ
て
、
年
間
約
２
万
８
千
人
、
屋
内
の
子
ど
も
の
遊

び
場
利
用
者
数
を
年
間
約
３
万
人
と
見
込
ん
で
い
る
。

問　
施
設
利
用
者
の
増
加
に
伴
い
、
車
で
の
来
館
が

多
く
な
る
と
思
う
が
、そ
の
対
応
に
つ
い
て
考
え
を
問
う
。

答　
当
該
施
設
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
す
る
こ

と
や
駐
車
区
画
を
変
更
す
る
な
ど
、
駐
車
台
数
を
さ

ら
に
確
保
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

要
望　
柏
原
・
国
分
・
堅
上
地
区
か
ら
来
館
さ
れ

る
方
の
利
便
性
を
考
慮
し
、
交
通
手
段
の
選
択
肢
を

広
げ
る
な
ど
、
利
用

者
数
の
増
加
に
つ
な

が
り
、
多
く
の
方
に

喜
ん
で
い
た
だ
け
る

施
設
と
な
る
よ
う
利

用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
施
設
整
備
を
要

望
す
る
。

橋
本　
満
夫　
議
員

日
本
共
産
党 

大
阪
・
関
西
万
博

不参加の決断を万博への校外学習は
問　
市
内
小
・
中
学
校
の
大
阪
・
関
西
万
博
へ
の
校

外
学
習
は
、
安
全
に
参
加
で
き
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。

答　
学
校
か
ら
会
場
ま
で
の
安
心
・
安
全
な
移
動
環

境
を
確
保
す
る
こ
と
が
極
め
て
重
大
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
が
安
心
・
安
全
に
参
加
で
き
る

よ
う
大
阪
府
教
育
庁
に
働
き
か
け
て
い
く
と
と
も
に
、

新
し
い
情
報
が
入
り
次
第
、
各
学
校
に
提
供
し
て
い
く
。

要
望　
学
校
の
校
外
学
習
は
教
育
的
意
義
を
踏
ま

え
て
、
安
全
に
行
わ
れ
る
の
が
大
前
提
で
あ
る
。
万

博
会
場
の
建
設
現
場
で
発
生
し
た
爆
発
事
故
を
は
じ

め
、
来
場
ピ
ー
ク
時
に
お
け
る
移
動
手
段
の
確
保
や

団
体
休
憩
所
の
利
用
可
否
、
災
害
時
の
避
難
方
法
等
、

多
く
の
不
安
要
素
が
あ
る
が
現
時
点
で
は
何
も
解
決

大阪・関西万博会場予定地
（大阪市此花区夢洲）

さ
れ
て
い
な
い
。
各

学
校
は
、
不
安
材
料

が
残
っ
た
り
、
子
ど

も
た
ち
の
安
全
確
保

が
難
し
い
と
判
断
し

た
場
合
は
、
不
参
加

を
決
断
す
べ
き
で
あ

る
。

鶴
田　
将
良　
議
員

大
阪
維
新
の
会 

水
道
施
設
耐
震
化

災害に強いまちづくり水道事業の安定で
問　
水
道
事
業
の
現
状
に
つ
い
て
問
う
。

答　
全
国
的
に
人
口
減
少
に
伴
う
収
益
悪
化
や
施
設
老

朽
化
の
課
題
に
直
面
し
、
将
来
に
渡
る
健
全
な
運
営
の

維
持
が
困
難
と
な
っ
て
き
て
お
り
、
本
市
に
お
い
て
も

財
源
や
技
術
職
員
の
確
保
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

問　
本
市
に
布
設
さ
れ
て
い
る
約
２
６
０
㎞
に
及
ぶ

水
道
管
の
耐
震
適
合
率
と
老
朽
管
の
割
合
を
問
う
。

答　
令
和
５
年
度
末
で
、
耐
震
適
合
率
は
47
％
、

40
年
を
経
過
し
た
老
朽
管
の
割
合
は
44
％
で
あ
る
。

問　
老
朽
管
の
割
合
が
や
や
高
い
印
象
を
受
け
る
が
、

今
後
ど
の
よ
う
に
水
道
管
を
整
備
し
て
い
く
の
か
。

答　
配
水
池
に
水
を
送
る
基
幹
管
路
等
、
優
先
度
の

高
い
管
路
か
ら
更
新
を
行
う
。
ま
た
、
整
備
の
際
は
、

地
震
に
強
く
法
定
耐
用

年
数
40
年
の
最
大
２
倍

程
度
の
期
間
、
使
用
可

能
な
水
道
管
を
用
い
て

更
新
を
進
め
て
い
る
。

要
望　
市
民
生
活
に

影
響
が
出
な
い
よ
う

要
望
す
る
。

を

（仮称）市民交流センターに改修予定の
サンヒル柏原

議案・一般に対する質疑質問から



市議会だより 2024.08

乾　
　
一　
議
員

自
由
民
主
党
・
無
所
属
の
会 

ま
ち
の
ビ
ジ
ョ
ン

まちの将来像
問　
現
状
、
10
年
を
計
画
期
間
と
し
た
第
５
次
柏
原

市
総
合
計
画
に
基
づ
き
各
種
施
策
が
進
め
ら
れ
て
い
る

が
、さ
ら
に
そ
の
先
を
見
据
え
た
ビ
ジ
ョ
ン
は
あ
る
の
か
。

答　
10
年
を
超
え
る
も
の
は
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
が
あ
る
が
、

ま
ち
の
姿
を
描
く
計
画
策
定
ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
。

問　
長
期
的
な
視
野
で
施
策
を
立
案
で
き
る
幹
部
職

員
の
育
成
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
問
う
。

答　
今
後
、
若
手
や
中
堅
職
員
を
対
象
と
し
た
政

策
形
成
研
修
の
実
施
等
、
人
材
育
成
に
努
め
た
い
。

要
望　
社
会
変
化
が
さ
ま
ざ
ま
起
き
る
時
代
に
お
い

て
は
、
短
期
間
で
の
事
業
展
開
も
重
要
だ
と
認
識
し
て

い
る
が
、
市
の
活
性
化
の
た
め
に
は
、
公
共
施
設
や
道

路
整
備
等
、
数
十
年
先
に
向
け
た
投
資
も
大
切
で
あ
る
。

ま
ち
の
将
来
像
を
描
く

た
め
、
市
長
を
含
む
幹

部
の
強
い
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
も
と
、
職
員

が
あ
ら
ゆ
る
課
題
に
挑

戦
で
き
る
環
境
づ
く
り

や
、
人
材
育
成
を
進
め

る
よ
う
要
望
す
る
。

新
屋　
広
子　
議
員

公
明
党 

高
齢
者
の
就
労

高齢者の生きがいと雇用 の創出を
問　
現
在
実
施
し
て
い
る
介
護
予
防
活
動
を
問
う
。

答　
い
き
い
き
百
歳
体
操
や
口
腔
体
操
等
が
あ
る
。

問  

高
齢
化
に
向
け
、
高
齢
者
の
健
康
と
生
き
が
い

は
大
き
な
テ
ー
マ
の
一
つ
と
考
え
る
。
今
年
の
３
月
議

会
に
お
い
て
、
他
市
で
実
施
す
る
「
プ
チ
就
労
」
と
い

う
高
齢
者
の
新
た
な
雇
用
形
態
の
創
出
を
要
望
し
た
が
、

そ
の
後
の
考
え
と
具
体
的
な
取
組
の
予
定
を
問
う
。

答　
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
し
、
さ
ら
な
る
介

護
予
防
活
動
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
り
、
新
た
な
雇
用

形
態
の
創
出
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
現

在
、
市
内
特
養
等
の
施
設
に
お
け
る
食
事
の
準
備
や
片

付
け
等
、
短
時
間
で
で
き
る
軽
作
業
を
新
た
な
雇
用
形

態
と
し
て
位
置
付
け
る
よ
う
、
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

峯　
　
弘
之　
議
員

大
阪
維
新
の
会 

憩
い
の
場
づ
く
り

恩智川 (法善寺 ) 多目的遊水地の進捗状況は
問　
恩
智
川
（
法
善
寺
）
多
目
的
遊
水
地
の
上
面
整

備
に
つ
い
て
、
現
在
の
進
捗
状
況
を
問
う
。

答　
令
和
７
年
度
か
ら
着
手
予
定
で
あ
る
工
事
に

向
け
て
基
本
設
計
業
務
を
行
っ
て
い
る
。

問  

地
域
の
子
育
て
世
代
や
高
齢
者
等
、
多
世
代
の

方
が
利
用
し
や
す
い
施
設
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
整
備
の
内
容
に
つ
い
て
問
う
。

答　
子
育
て
世
代
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
遊
具
の
設
置
や

高
齢
者
の
方
が
健
康
づ
く
り
に
活
用
で
き
る
園
路
の
整

備
に
加
え
、
多
世
代
の
方
が
交
流
し
、
憩
え
る
場
所
と

な
る
よ
う
多
目
的
広
場
等
の
設
置
を
検
討
し
て
い
る
。

要
望　
当
該
施
設
は
ス
ポ
ー
ツ
施
設
と
し
て
の
整

備
だ
け
で
な
く
、
集
い
憩
え
る
場
所
と
し
て
利
用
い

要
望　
「
プ
チ
就
労
」

は
経
験
を
活
か
し
た

り
新
た
な
挑
戦
を
し

た
り
と
、
生
き
が
い

に
つ
な
が
り
対
価

も
得
ら
れ
る
。
今
後
、

事
業
化
さ
れ
る
よ
う

改
め
て
要
望
す
る
。

た
だ
く
こ
と
が
大
変

重
要
で
あ
る
。
地
域

の
多
世
代
の
方
々
の

日
常
に
お
け
る
利
用

を
想
定
し
た
施
設
に

な
る
よ
う
、
十
分
に

検
討
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
要
望
す
る
。

を描く人材の育成を

議案・一般に対する質疑質問から



市議会だより 2024.08 6 

江
村　
　
淳　
議
員

日
本
共
産
党

公
共
施
設
再
編

改修中止を市民交流センターへの
問　
（
仮
称
）
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
整
備
工
事
（
概
算

改
修
費
８
億
７
千
万
円
）
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

答　
（
仮
称
）
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
基
本
設
計
方
針

に
基
づ
き
、
現
在
、
設
計
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問　
当
該
基
本
設
計
方
針
案
に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
に
寄
せ
ら
れ
た
意
見
の
内
容
に
つ
い
て
問
う
。

答　
室
内
遊
び
や
健
康
増
進
、
飲
食
ス
ペ
ー
ス
、

避
難
所
機
能
等
に
つ
い
て
意
見
を
い
た
だ
い
た
。

問　
昨
年
来
「
急
勾
配
が
多
く
道
路
幅
も
狭
い
」
な

ど
、
市
民
か
ら
繰
り
返
し
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
当

該
施
設
の
改
修
を
中
止
す
る
考
え
は
な
い
の
か
問
う
。

答　
公
共
施
設
等
再
編
整
備
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
令

和
７
年
度
末
ま
で
の
工
事
完
了
を
目
指
し
て
取
り
組
む
。

要
望　
立
地
条
件
や

交
通
手
段
の
問
題
等
、

市
民
の
意
見
を
踏
ま

え
る
と
子
育
て
世
帯

や
高
齢
者
の
利
用
増

は
見
込
め
な
い
。
計

画
は
中
止
す
べ
き
で

あ
る
。

大
坪　
教
孝　
議
員

自
由
民
主
党
・
無
所
属
の
会 

道
路
整
備

幅員 16ｍの道路

法善寺築留線（市道上市法善寺線）
の拡幅ライン

がなぜ必要なのか

問　
都
市
計
画
道
路
法
善
寺
築
留
線
（
市
道
上
市
法
善
寺

線
）
は
、
昭
和
37
年
の
計
画
後
、
昭
和
47
年
に
幅
員
16
ｍ
に

計
画
変
更
さ
れ
、
昨
年
度
、
地
権
者
の
承
諾
も
な
い
ま
ま
事

業
認
可
を
取
得
さ
れ
た
が
、
オ
ガ
タ
通
り
商
店
街
か
ら
文
化

セ
ン
タ
ー
前
ま
で
そ
れ
ほ
ど
幅
の
広
い
道
路
が
必
要
な
の
か
。

答　
幅
員
16
ｍ
は
道
路
法
上
の
基
準
等
に
基
づ
く
も

の
で
、
さ
ら
に
指
定
避
難
所
へ
の
緊
急
交
通
路
と
し
て
、

建
物
倒
壊
の
影
響
を
受
け
ず
延
焼
遮
断
空
間
を
有
す
る

幅
員
を
確
保
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
柏
原
駅
東
地

区
の
道
路
網
を
形
成
す
る
こ
と
で
、
市
街
地
の
活
性
化

や
商
店
街
等
の
商
業
の
活
性
化
等
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

要
望
等　
そ
れ
は
、
人
口
が
増
え
て
ま
ち
が
発
展

し
て
い
く
時
期
に
進
め
る
事
業
で
は
な
か
っ
た
の
か
。

少
子
高
齢
化
や
公
共

施
設
再
編
等
で
将
来

的
な
財
政
状
況
に
課

題
が
あ
る
中
、
多
額
の

財
源
を
投
じ
て
当
該

道
路
を
16
ｍ
に
拡
幅

す
る
費
用
対
効
果
に

疑
問
を
感
じ
て
い
る
。

山
口　
由
華　
議
員

会
派
に
属
さ
な
い
議
員 

農
業
振
興

地産地消
問　
農
地
は
、
法
改
正
で
「
宅
地
化
す
べ
き
も
の
」
か

ら
「
都
市
に
あ
る
べ
き
も
の
」
と
な
り
、
国
は
計
画
的

に
農
地
の
保
全
を
図
っ
て
い
る
。
人
口
減
少
時
代
を
踏

ま
え
、
流
通
見
込
み
が
な
い
空
き
家
等
を
農
地
に
戻
せ

ば
、
防
災
空
間
や
地
産
地
消
等
、
市
民
生
活
に
意
義
あ

る
も
の
に
な
る
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
交
付
金
活
用
や

計
画
策
定
に
よ
り
、地
産
地
消
に
取
り
組
む
考
え
を
問
う
。

答　
都
市
農
業
振
興
基
本
計
画
は
策
定
し
て
い
な
い
が
、

農
地
の
有
効
利
用
や
、
都
市
住
民
へ
の
農
業
・
農
地
へ

の
理
解
増
進
の
取
組
を
進
め
て
お
り
、
農
業
振
興
に
関

す
る
事
業
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
現
状
や
可
能
性
を
踏

ま
え
、
必
要
な
事
業
を
適
宜
実
施
し
て
ま
い
り
た
い
。

要
望　
世
界
で
は
人
口
増
加
に
よ
る
食
料
危
機
が
起生鮮野菜

こ
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。
農
業
が
で
き
る

環
境
づ
く
り
の
重
要

性
を
鑑
み
、
地
元
食

材
が
給
食
や
食
卓
に

並
ぶ
よ
う
な
新
た
な

方
向
性
で
都
市
農
業

の
推
進
を
要
望
す
る
。

で、地元食材を給食や食卓に

（仮称）市民交流センターに改修予定の
サンヒル柏原

議案・一般に対する質疑質問から
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会　派　名 自由民主党
・無所属の会 大阪維新の会 公明党 日本共産党

会派に
属さない議員

山口由華
交付額（利子含む） 2,400,009 2,400,012 1,440,007 960,005 480,002

支　
　
出　
　
内　
　
訳

調 査 研 究 費 0 0 0 0 0
研 修 費 45,440 30,440 7,580 49,510 0
調 査 旅 費 507,347 94,991 93,080 0 0
資 料 作 成 費 0 0 0 0 0
資 料 購 入 費 106,953 0 0 0 0
広 報・ 広 聴 費 0 0 0 1,300 0
人 件 費 0 0 0 0 0
事 務 費 0 0 0 0 0
事 務 所 費 0 0 0 0 0
要 請・ 陳 情 活 動 費 204,660 83,800 0 0 0

支　　出　　額 864,400 209,231 100,660 50,810 0
返　　還　　額 1,535,609 2,190,781 1,339,347 909,195 480,002

〔単位：円〕

　政務活動費は、調査研究に資するための必要な経費として、条例に基づき、議員一人につき月額４万円を交付して
います。柏原市では透明性を確保するため、収支報告書に領収書と会計帳簿の添付を義務付けています。

※会派人数により
交付額に差があり
ます。
※詳しい収支報告
書につきまして
は、下の２次元
コードから、柏原
市議会ウェブサイ
トにてご確認いた
だけます。

令和５年度 政務活動費 収支報告書

山
本　
修
広　
議
員

大
阪
維
新
の
会 

道
路
整
備

通学路の安全確保と活気あふれる駅前空間へ
問　
通
学
路
と
な
っ
て
い
る
市
道
上
市
法
善
寺
線
の

拡
幅
工
事
に
つ
い
て
、
大
県
本
郷
線
と
の
交
差
点
部

で
あ
る
優
先
整
備
区
間
の
現
在
の
状
況
を
問
う
。

答　
地
権
者
に
て
買
収
地
の
物
件
を
撤
去
し
て
い
た
だ

い
て
お
り
、
引
き
続
き
、
道
路
用
地
の
舗
装
工
事
等
を

行
い
、
歩
行
者
が
安
全
に
歩
け
る
空
間
を
確
保
し
た
い
。

問　
そ
の
後
の
当
該
区
間
の
工
事
予
定
を
問
う
。

答　
東
側
の
電
柱
や
信
号
機
等
の
移
設
、
構
造
物
の

撤
去
等
を
行
い
、
次
に
車
道
を
全
体
的
に
東
側
に
シ
フ

ト
し
た
後
、
西
側
の
歩
道
整
備
や
信
号
機
設
置
、
車
道

全
体
の
舗
装
工
事
等
を
行
い
、
完
成
す
る
予
定
で
あ
る
。

要
望　
そ
の
先
の
文
化
セ
ン
タ
ー
ま
で
の
第
二
期

区
間
の
整
備
は
こ
れ
か
ら
と
な
る
が
、
通
学
路
対

策
は
も
と
よ
り
防
災
、

柏
原
駅
東
地
区
の
ま

ち
づ
く
り
に
も
寄
与

す
る
の
で
、
地
権
者

の
ご
協
力
を
得
ら
れ

る
よ
う
丁
寧
に
説
明

し
、
事
業
を
進
め
ら

れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

奥
山　
　
渉　
議
員

自
由
民
主
党
・
無
所
属
の
会 

持
続
可
能
な
ま
ち

消滅可能性自治体脱却の対策を急げ
問　
民
間
の
有
識
者
グ
ル
ー
プ
「
人
口
戦
略
会
議
」

が
公
表
し
た
報
告
書
に
て
、
本
市
が
再
び
「
消
滅
可
能

性
自
治
体
」
に
挙
げ
ら
れ
た
。
人
口
減
少
と
少
子
高
齢

化
は
地
域
経
済
を
縮
小
さ
せ
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

を
招
く
こ
と
か
ら
、
担
税
力
の
あ
る
子
育
て
世
代
を
増

や
し
、
シ
ル
バ
ー
世
代
を
支
え
る
好
循
環
を
作
る
必
要

が
あ
る
。
今
後
、
市
が
目
指
す
方
向
性
に
つ
い
て
問
う
。

答　
本
市
が
持
続
可
能
な
ま
ち
と
し
て
存
続
し
続

け
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
結
婚
や
出
産
、

子
育
て
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
等
さ
ま
ざ
ま
な

対
策
を
打
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

要
望　
市
の
施
策
が
、
子
育
て
世
代
の
支
援
と
し

て
機
能
し
て
い
る
の
か
、「
住
み
た
い
・
住
み
続
け

た
い
」
と
思
え
る
ま

ち
づ
く
り
に
な
っ
て

い
る
の
か
と
い
う
視

点
を
持
っ
て
、
消
滅

可
能
性
自
治
体
の
返

上
に
向
け
た
取
組
を

着
実
に
実
施
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

人口が増え続けている流山市の
流山おおたかの森駅

議案・一般に対する質疑質問から

上市法善寺線（都市計画道路 法善寺築留線）
の拡幅予定地



陳 情
◆ YouTube

（ライブ中継・録画）
※本会議及び常任委員会

本会議及び常任委員会の映像を
インターネットでご覧いただけます

◆映像配信ウェブ
サイト（録画）
※本会議のみ

「柏原市議会議員の議員定数の削
減を求める請願」

【持続可能な柏原を考える会】

「通学路の安全対策を求める陳情」

この請願は、「不採択」となりま
した。

市議会だより 2024.08

月　　日 会　議　名 内　　容

9月  3日（火） 本 会 議 議案説明
9月18日（水）

本 会 議 会派代表質疑・質問
9月19日（木）
9月24日（火） 総務産業委員会 付託議案審査
9月26日（木） 厚生文教委員会 付託議案審査

10月  2日（水） 本 会 議 委員長報告・採決

議
案
番
号

議　　　案　　　名
議
決
結
果

自由民主党・
無所属の会 大阪維新の会 公 明 党 日　本

共産党
個
人

田
中　
秀
昭

乾　
　
　
一

大
坪　
教
孝

山
下
亜
緯
子

奥
山　
　
渉

鶴
田　
将
良

山
本　
修
広

峯　
　
弘
之

梅
原　
壽
恵

榊󠄀
田　
和
之

中
村　
保
治

大
木　
留
美

新
屋　
広
子

橋
本　
満
夫

江
村　
　
淳

山
口　
由
華

報告第　７号
専決処分報告について

「令和６年専決第６号　令和５年度柏原市一般会計補正予算（第１５号）」
承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

報告第　８号
専決処分報告について

「令和６年専決第７号　柏原市市税条例の一部改正について」
承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

報告第　９号
専決処分報告について

「令和６年専決第８号　損害賠償の額の決定について」
承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

報告第１０号
専決処分報告について

「令和６年専決第９号　損害賠償の額の決定について」
報告 - - - - - - - - - - - - - - -

報告第１１号
令和５年度柏原市一般会計予算の繰越明許費繰越計算報告
について

報告 - - - - - - - - - - - - - - -

報告第１２号
令和５年度柏原市介護保険事業特別会計予算の繰越明許費
繰越計算報告について

報告 - - - - - - - - - - - - - - -

報告第１３号 令和５年度柏原市下水道事業会計予算の繰越しについて 報告 - - - - - - - - - - - - - - -

議案第３３号 工事請負契約の締結について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第３４号 工事請負契約の締結について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第３５号
大阪広域水道企業団の共同処理する事務の変更及びこれに
伴う大阪広域水道企業団規約の変更に関する協議について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

議案第 36 ～３７号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 適任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第３８号
柏原市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条
例の一部改正について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第３９号 柏原市市税条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第４０号 令和６年度柏原市一般会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

議案第４１号
令和６年度柏原市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）
補正予算（第１号）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

議案第４２号 令和６年度柏原市市立柏原病院事業会計補正予算（第１号）可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願第６－１号 柏原市議会議員の議員定数の削減を求める請願 不採択 × × × ○ ○ ○ ○ × × × × × ×

討

討

×○

×○

○

　永年にわたり地方自治の発展に寄与し
た功績により、以下の議員が表彰されま
した。
全国市議会議長会表彰

・議員 30 年     鶴田 将良　議員
・議員 10 年     山口 由華　議員
　　　　　　  山本 修広　議員
憲法記念日知事表彰

・地方自治功労者　大坪 教孝　議員

討

×

討

○

議
長

討

討

討討

×
討

編集：柏原市議会広報委員会      
委員長：梅原壽恵　副委員長：大木留美　委　員：榊田和之　江村淳　 山下亜緯子

この陳情は、「議長預かり」とな
りました。

・議長は全ての議案に対し賛否を表明しません。　・会派に属さない議員は「個人」と表記しています。
・賛成の場合は「○」、反対の場合は「×」、議決不要案件は「－」と表記しています。
・討論を行った議員は「討」と表記しています。　

柏 原 市 議 会
請 願

議 員 永 年 表 彰令和６年第３回定例会令和６年第３回定例会令和６年第３回定例会

令和６年第２回定例会の議決結果

（予定）（予定）（予定）


